
№ 該当箇所
該当

ページ
御意見・提案等の概要 区分 御意見等に対する考え方

1 全体 ー

食の中核をなすものは農産物であることは論を待たない。前計画においても「秦野産野菜」や「地場農産物」等
の表現のもとに計画が作成されてきた。食の根幹を成すものは栄養素のバランスと同時に、動物性たんぱく質の
適時適切な摂取が必須となっている。残念なことに前期計画や今期案のなかでも、動物性たんぱく質や肉、卵と
いった固有の表現を見出すことができない。動物性たんぱく質は肉、魚、牛乳、卵などの畜産物から提供されて
いるケースが多い。このような視点から、「農産物」のなかにこの畜産物も包含されているという見方もできな
くはないが、食生活の中における動物性たんぱく質の重要性にかんがみて、４次計画の中における表現は「農畜
産物」を使用してほしい。

C
動物性たんぱく質を含む全ての栄養素をバランスよく摂取
することが重要と考えています。いただいた御意見は、今
後の参考とさせていただきます。

2 第４章 17
17ページ基本理念の後段、長期的な視点で食育に取り組む必要があります。そのあとに、とりわけ毎日の食事を
準備してくれる家族や、その原材料を提供してくれる人々や動物の命をいただくことに感謝したいものです。
〔挿入〕、、、今までのとりくみを生かし、、

B
基本目標３において、「自然の恵みや食に感謝する心を育
む」こととしています。

3 第４章 18
18ページプランの体系図
こころ　のなかの「食の伝統技術や文化の継承」のなかの基本施策を１項目増やし、家庭におけるおふくろの味
の継承をくわえる。

B

家庭や地域で慣れ親しんだ味が、伝統食や食文化として発
展していくものと考えています。食品加工技術や流通の発
達により、各家庭における食事の状況が多様化する中で、
家庭の味の継承も含み、地域における郷土料理や和食等の
食文化の継承に取り組んでいくこととしています。

4 第４章 18
18ページプランの体系図
くらし　のなかの人材の確保の基本施策を１項目増やし、農業者およびその生産組織に対する理解と支援　をく
わえる。

B
基本目標３において、「生産者と消費者との交流を通して
農業に対する理解を深める」ことを一つの目的とし、地産
地消を推進していくこととしています。

5 第５章 24
24ページ基本目標２の成果指標給食用物資〔野菜類〕の地場産率の目標値５０パーセントを品目ベースではなく
重量比またはオリジナルカロリー比とする。〔理由　単に品数だけ増やせばよいのではない〕

E

学校給食は教育の一環として行われており、教科等と連携
した「生きた教材」として活用することができます。地場
産物を多くの品目で使用することは、地産地消や食育の推
進を図るために重要と考えており、本市の総合計画と合わ
せた品目ベースで掲載しています。

「第４次はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）案」に対するパブリック・コメントに寄せられた市民からの御意見・提案等

【区分】
A：意見等の趣旨等を計画案に反映したもの　B：意見等の趣旨等は既に計画案に反映されていると考えるもの
C：今後の取組において参考とさせていただくもの　D：計画に反映できないもの　E：その他（感想、意見等）
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ページ
御意見・提案等の概要 区分 御意見等に対する考え方

6 第５章 24
１、共食の推進の中の「食育の日の普及啓発」の取り組み内容に「学校給食で提供されているものと同様なもの
を、イートインまたはテイクアウトにより市民が試食できるようにし給食への関心をたかめる」。をくわえる

C

学校給食は教育の一環として、学校給食法に則り、小中学
校を対象に実施しています。学校給食は、既に児童生徒の
共食の場であり、給食だよりや食育ののぼり旗等を用いて
共食の啓発を行っています。また、食育の日に合わせた市
管理栄養士からのレシピ紹介では、学校給食のレシピも公
開していますので、家庭でも同様のものを喫食していただ
くことが可能です。

7 第５章 26
地域における食文化継承の促進のあとに、（４）して「家庭における食文化伝承の促進」を入れ、取り組み内容
として「祖父母や母親が子供たちに我が家の味やお袋の味の伝承機会を設ける。

B

家庭や地域で慣れ親しんだ味が、伝統食や食文化として発
展していくものと考えています。（３）地域における郷土
料理、和食等の食文化継承の促進の項目において、家庭の
味の継承も含めて、取り組んでいくこととしています。

8 第５章 28 「食品ロス削減の啓発」の取り組み内容の４番目に不要不急の食材購入の抑制啓発と消費者教育」を挿入 B
食品ロス削減の観点から、在庫などを確認しながら不要な
食料品の購入を控えることも重要な取組の一つとして、そ
うした啓発にも取り組んでいます。

9 第５章 29 環境にやさしい農業の推進　の取り組み内容に「有機栽培や減農薬栽培の普及指導をおこなう．」を挿入 C

化学肥料及び農薬の使用量を低減した農業の普及を進める
ことは重要だと考えます。
そのため、農業者が無理なく持続可能な農業へ移行できる
よう、有機農業など、環境にやさしい農業の普及に向けた
環境を整えていきたいと考えています。

10 第５章 29
食育を担う人材の確保、、、の（３）食のボランティア育成と、、、は「農業者およびその組織、食のボラン
ティア育成と活動の推進」とする。

C

農業者及びその組織の育成と活動の推進については、本計
画と関連する秦野市都市農業振興計画において位置付けが
されるものと考えますので、いただいた御意見は、今後の
参考とさせていただきます。
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該当

ページ
御意見・提案等の概要 区分 御意見等に対する考え方

11 全体 ― ウェルビーイングの視点が盛り込まれているか。 A

「からだ」、「こころ」、「くらし」の視点から、食育の
推進を図ることは、「肉体的にも、精神的にも、そして社
会的にもすべてが満たされた状態」というウェルビーイン
グの視点を盛り込んだものですが、その主旨がより分かり
やすくなるよう、文言を修正します。

12 第５章 ―
食べることと健康の保持増進は密接な関係にある。口腔ケア、適正体重の維持、アルコールの適正摂取に関する
取組も重要である。

B

口腔ケアについては、「よく噛んで味わって食べることの
啓発活動の推進」において、適正体重の維持については、
「若い世代に向けた食育の推進」等において取り組みま
す。
アルコールの適正摂取に関する取組は、生活習慣病予防対
策事業において実施されるものです。

13
第３章
第５章

16
24
26
28

成果指標「小・中学校給食用物資（野菜類）の地場産率（品目ベース）」とあるが、小中学校合わせて目標を設
定している理由はどのようか。
また、現状値29.1％に対して目標値が50％となっているが、市全体の目標とする場合、需要と供給のバランス
はどうか。50％は高すぎないか。

E

第３次計画の時点では、中学校給食の開始前でしたが、現
在は、小中学校ともに給食を実施しており、市全体の計画
であることからも、小中学校を合わせた指標としていま
す。
野菜の生育状況は、天候の影響等を受けることがあります
が、地場産物の使用による地域経済活性化の観点からも、
関係部署と適宜協議を行い、できる限り目標値に近づける
よう、努めます。

14 第５章
27
28

成果指標「学校給食残渣の堆肥化による生ごみの削減割合（小学校）」について、現状値70.4％から目標値
70％は下がっているイメージになる。

E

「学校給食残渣の堆肥化」は、各小学校に設置している生
ごみ処理機で行っています。生ごみ処理機による削減割合
は、機械の性能により定まっており、向上が見込めるもの
ではありません。したがって、堆肥化への取組を継続する
ためには、機器の適正な維持管理に努める必要があること
から、おおむね現状維持を目標値として設定したもので
す。

15 第５章
27
28

成果指標「市民一人１日当たりごみの排出量」について、全ての可燃ごみの排出量を指標とするのは、食育の視
点でみると規模が大きいのではないか。

E

令和２年度から令和３年度にかけて行った家庭系可燃ごみ
組成分析の結果、本市の家庭系可燃ごみのおよそ４割が生
ごみ、さらに、そのうちの４割（可燃ごみの約15％）が食
品ロスであることが分かっています。市民がごみの減量へ
の意識を持ち、実践することで、食品ロス削減にもつなが
るため、この指標を採用しています。
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16 第５章
27
28

給食の残渣や、生ごみを減らすという視点だけでなく、「残す」イコール「必要なエネルギーや栄養素の摂取が
できていない」という考え方にもなるので、そのような視点を持って施策を進める必要があるのではないか。

C

特に中学生では、体格や運動量などにより、必要なエネル
ギー量や栄養素が大きく異なることから、自分に合った適
切なエネルギーと栄養を知ることが重要であると考えてい
ます。いただいた御意見は、今後の参考とさせていただき
ます。

17
第２章
第６章

5
32
33

生活リズムを整える施策を盛り込むべきではないか。 B

未就学児や小学生を対象とした食育キャラクターによる
「早寝早起き朝ごはん」運動の推進を通して、生活リズム
を整えることの大切さを啓発していきたいと考えていま
す。

18 第３章 15・16

「横ばいや改善が進んでいない項目も多くなっています」とあるが、食育の重要な課題だと思う。「健康な体づ
くりを意識した食生活の実践や、行動の定着には結び付いていないものがあり、継続して取り組む必要がありま
す」との分析をして、「啓発することが必要性」や「働き掛けが大切さ」、「食育の推進にかかわるボランティ
アの育成や活動を支援する必要性」に言及しているが、むしろ改善が進まなかった要因を抽出し課題解決に向か
うべきと思うどうか。

C
今後の計画の進行管理の中で、それぞれの事業について、
ＰＤＣＡサイクルを繰り返し、改善していない場合にはそ
の要因を抽出する等し、課題解決に努めます。

19 第５章 20～31
施策の展開では、それぞれの取組では担当課が記載されているが、秦野市食育推進庁内会議がどうような関わり
を持っているのか。この「計画」案が決定するまでのプロセスが分かるような概要を表記していただきたい。

A

食育推進庁内会議では、はだの生涯元気プランの改定、進
行管理等を所掌事務としており、本プラン（案）について
も、骨子案及び素案を会議に諮り、会議での意見を踏まえ
て作成しています。本プラン（案）と食育推進庁内会議及
び食育推進委員会との関わりについて、追加します。

20 第７章 36
「円滑なプランの推進に向け、食育推進委員会や食育推進庁内会議等において、プランの実施状況の点検・評価
を継続的に行い、その結果を公表します」とあるが、教育委員会には主要な施策に関する「教育行政点検・評価
報告書」があるが、「プランの実施状況の点検・評価」とはどのような書式なのかを示していただきたい。

E
市ホームページにおいて、実施状況の評価票を公表してい
ます。

21 第７章 36
第３次食育推進計画」はどのような「点検・評価」だったのか。できればこの「第４次食育推進計画」に掲出す
べきと思うがどうか。

E
第３章において、前プランの評価を掲載していますが、各
年度の点検・評価については、市ホームページで公表して
います。
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№ 該当箇所
該当

ページ
御意見・提案等の概要 区分 御意見等に対する考え方

22 参考資料編 38
秦野市食育推進委員会の食育推進委員会規則には漠然とした役割が記載されているが、この「計画」にどのよう
に関わってきたのかが分かる資料を掲出すべきと思うがどうか。

A

食育推進委員会では、本プランの骨子案及び素案を御協議
いただき、委員会での意見を踏まえてプラン（案）を作成
しています。本プラン（案）と食育推進庁内会議及び食育
推進委員会との関わりについて、追加します。

23 全体 ―

従来の「個人の健康増進」という枠組みを超え、「地域社会の持続可能性と福祉の統合」を主眼に置いた戦略に
転換すべきであると考える。以下の2点について配慮して推進していただきたいと考えるがどうか。
①子ども食堂やフードバンクは、支援だけでなく公的な食育拠点としても充実させ、 貧困対策と食育を一体化
し、誰一人取り残さない地域基盤とする。
②地産地消を、食料安全保障や脱炭素（ローカルフードマイルの削減）、フードロス削減と結びついた「生きた
環境教育」として定義し、地域経済の循環とシビックプライドの醸成を同時に図る。

C

こども食堂やフードバンクは、単に食事の提供や食品の配
布だけでなく、地域の中で食を通じた世代間交流ができる
居場所としての役割を担っていただいていると認識してい
ますので、引き続き、関係部署と連携を図っていきます。
また、地産地消は、食の安全・安心やフードマイレージな
ど、「生きた環境教育」を身近に学ぶ機会となることや、
郷土愛にもつながるため、生産者と消費者の顔の見える関
係づくりにも取り組んでいきます。
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は じ め に 

 食は、私たちが生きるために欠かせないものであり、 

健康を維持するために重要であるだけでなく、おいしく 

食べること、食事を楽しむことは、喜びや幸せをもたら 

し、生涯にわたる心豊かな暮らしの基盤となるものです。 

 本市では、令和３年（2021 年）３月に「第３次はだの 

生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」を策定し、「食 

で育む元気なはだの」を基本理念に、市民一人ひとりの 

取組から食育の輪を広げていけるよう、関係機関や関係 

団体の皆様と連携し、事業に取り組んできました。 

 近年、働き方やライフスタイルが大きく変化し、食に対する価値観も多様化

しています。加えて、食に関する様々な情報があふれており、食に関する正し

い知識を身に付けることが今まで以上に必要とされるとともに、地球温暖化の

進行や食品ロスが世界的な課題となる中で、食を支える持続可能な環境につい

ての配慮が求められています。 

 このたび策定しました第４次プランにおきましては、第３次プランの基本的

な考え方を継承しながら、現状やこれまでの取組によって見えてきた課題等を

踏まえ、取組と指標を再編しました。引き続き、関係機関等と連携し、市民の

皆様とともに、より豊かな食と暮らしを実現できるよう取り組んでまいります

ので、御理解と御協力をいただきますようお願いいたします。 

結びに、このプランの策定にあたり、真摯に御審議いただきました秦野市食

育推進委員会の委員の皆様をはじめ、貴重な御意見、御助言をいただきました

多くの方々に心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 令和８年３月 
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第１章 プラン策定に当たって 
 

■食育とは 

食育基本法の前文によると、「食育は、生きる上での基本であって、知

育、徳育及び体育の基礎となるべきものであり、様々な経験を通じて『食』

に関する知識と『食』を選択する力を習得し、健全な食生活を実践すること

ができる人間を育てること」とされています。 

 

１ プラン策定の趣旨 

国は、平成17年（2005年）６月に「食育基本法」を制定し、平成18年

（2006年）３月には、同法に基づく「食育推進基本計画」を策定しました。

令和３年（2021年）３月には、「第４次食育推進基本計画」を策定し、重点

事項に①生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進、②持続可能な食を支

える食育の推進、③「新たな日常」やデジタル化に対応した食育の推進を掲

げ、妊産婦をはじめ、乳幼児から高齢者に至るまで生涯を通じた食育を推進

しています。 

また、神奈川県では、令和５年（2023年）３月に「第４次神奈川県食育推

進計画（食みらい かながわプラン2023）」を策定し、県民が自ら実践する食

育の推進に取り組んでいます。 

本市では、『食で育む 元気な はだの』を目指し、平成 24 年（2012 年）

11 月に「はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」を策定しました。

市民一人ひとりが、生涯にわたり健康な食生活を送るため、食について学

び、主体的に食育を実践することの大切さを理解するとともに、家庭、地

域、学校、企業、行政等、様々な関係機関が連携しながら、食育の推進に取

り組んできました。これまでの取組を通して、食育への関心は高まってきて

いますが、「はだの生涯元気プラン」における目標の達成には結び付いてい

ない状況があり、継続した働き掛けを行っていくことが重要です。 

前プランの評価指標に基づいた進捗状況、国及び神奈川県の動向、本市の

現状を十分に踏まえ、市民一人ひとりが更に食育を推進するため、「第４次

はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」（以下「プラン」とい

う。）を策定するものです。 
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２ プランの位置付け 

このプランは、食育基本法第 18 条第１項の規定に基づく市町村食育推進計

画であり、今後進めていく食育施策の方向性や目標を定め、市民が主体的に

取り組むための指針です。 

また、本市の上位計画である秦野市総合計画やその他の関連する個別計画

と整合・連携等を図りながら、推進します。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ プランの期間 

期間は、令和８年度（2026 年度）から令和 12 年度（2030 年度）までの

５年間とします。ただし、プランの達成状況や社会環境の変化などにより、

必要になった場合は、適宜内容の見直しを行います。

 

 

秦野市食育推進計画 

（第４次はだの生涯元気プラン） 

秦野市総合計画（はだの 2030 プラン） 市 

秦野市健康増進計画 
秦野市こども計画 

秦野市都市農業振興計画 
秦野市教育振興基本計画 
秦野市高齢者保健福祉計画・ 

介護保険事業計画 
秦野市ごみ処理基本計画 
秦野市生涯学習推進計画 

国 食育基本法 食育推進基本計画（第５次） 

県 第４次神奈川県食育推進計画 
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第２章 本市の食を取り巻く現状 

 

１ 食に関する調査から見る現状 

令和３年度（2021 年度）から令和６年度（2024 年度）までに実施した事業

等におけるアンケートや調査の結果から見られる現状は以下のとおりです。 

 

(1) 朝食について 
令和４年度（2022 年度）と比較すると、令和６年度（2024 年度）の

「毎日、朝食をとっていない人」の割合は、30 歳代と 60 歳代以上では減

少していますが、それ以外の年代では横ばいか増加しており、年代が下が

るにつれて朝食を食べない人が多くなる傾向が見られます。【図１】 

また、朝食を毎日食べている小学生（６年生）と中学生（３年生）の割

合は、全国平均に比べ、少なくなっています。【図２】 

 

図１ 朝食の欠食割合（成人）（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

※１ 秦野市Ｗｅｂアンケート調査 

   行政サービスと市民の行政に対する意識の向上、調査のための基礎資料を得るために実施している

インターネットを利用したアンケート調査。対象者数は回収ベースで 400 人。 
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図２ 毎日朝食を食べている割合（小学６年生、中学３年生）（単位：％） 

  

 

朝食欠食の理由として、30 歳代以上の世代において「食べる習慣がな

い」が最も多く、20 歳代では「食べる時間がない」、「お腹が空いていな

い」、「食べる習慣がない」が上位となっています。【図３】 

 

図３ 朝食欠食の理由（単位：％） 

 

 

※２ 全国学力・学習状況調査 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証するとともに、その改善を図ること等を目的とし、小学６

年生と中学３年生を対象に文部科学省が実施。  
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(2) 生活リズムについて 

３歳６か月児では、生活リズムが不規則な子は規則的である子に比べ、

朝食の欠食が多くなっています。【図４】また、毎日同じ時間に起床して

いる割合は、小学生（６年生）、中学生（３年生）ともに全国平均と比

べ、低い現状が見られました。【図５】 

 

図４ 生活リズムの規則性と朝食の有無（幼児）（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図５ 毎日同じ時間に起床している割合（小学６年生、中学３年生）（単位：％） 
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(3) 食育への関心の有無 

食育に関心がある人（「ある」、「どちらかといえばある」）は、令和

４年度（2022 年度）と比較すると、令和６年度（2024 年度）は 20 歳代、

30 歳代、60 歳代で減少しており、40 歳代と 50 歳代で増加しています。

すべての世代で「どちらかといえば関心がある」の割合が多くなっていま

す。【図６】 

 

図６ 食育への関心がある人の割合（単位：％） 

 

学校給食と地産地消 

 給食では日常的に地場産物を使用していま 

すが、小学校では「かながわ産品学校給食 

デー」として、中学校では「ふるさと秦野食育 

DAY」として、秦野産や県産を取り入れた献立 

の提供も行っています。生産者との交流や規格 

外野菜の活用なども行い、食への関心や地産 

地消の意識を高め、地域とつながる食育を実 

践しています。  
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(4) 体型の状況 

本市の小学生、中学生の体型は「普通」が最も多くなっています。国や

神奈川県と比べると、本市では、小学５年生男子の肥満の割合が高くなっ

ています。【図７】 
 

図７ 体格の状況（小学生・中学生）（単位：％） 

 

 

 

 
 
 
 
 
※３ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 

   こどもの体力・運動能力の状況を把握・分析することにより、教育委員会等がこどもの体力・運動

能力の向上に係る施策等の成果と課題を検証し、その改善を図ること等を目的にスポーツ庁が実施。  
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(５) 働く世代の栄養バランス 

日頃から栄養バランスを考え、主食、主菜、副菜のそろった食事をして

いる人の割合は、50 歳代、60 歳代が多くなっています。令和４年度（2022

年度）と比較すると、30 歳代以降では増加していますが、20 歳代では減少

しています。【図８】 

 

図８ 主食・主菜・副菜のそろった食事をしている人の割合（単位：％） 

     毎食野菜をとるようにしている人の割合は、年代が上がるにつれて高く

なる傾向にあります。「全くとらない時もある」と答えた人の割合は、39

歳以下が多く、特に若い世代で野菜をあまりとらない現状が見られます。

【図９】 
 

図９ 毎食野菜をとるようにしている人の割合（単位：％）  
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 (6) 共食について 

共食※４が、こころとからだの健康にとってよいことだと認識している人

の割合は、令和３年度（2021 年度）には 97.4％でしたが、令和６年度

（2024 年度）には 99.5％となりました。 

共食はコミュニケーションを通じて食の楽しさを実感するだけでなく、

望ましい食習慣を身に付けることや、食への関心を高める機会となるた

め、引き続き、共食の大切さを伝え、共食の実践に結び付けていく必要が

あります。【図 10】 

 

図 10 共食がこころとからだの健康にとってよいことだと知っているか 

（単位：％） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

※４ 共食 

   食事を誰かと共にすることで、家族や仲間などと食卓を囲んで、食事をとりながら、コミュニケー

ションを図ること。  
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乳幼児健康診査アンケート ｎ＝194 乳幼児健康診査アンケート ｎ＝207 
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(７) 食品を選択する際に重視すること 

食品を選ぶ基準は、「価格」が最も高く、次いで「おいしさ」「食品の

安全性」の順になっています。【図 11】 
 

図 11 食品を選ぶときに、何を意識して購入するか（複数回答、単位：％） 

 

名水の里 秦野 

丹沢山地と渋沢丘陵に囲まれた秦野盆地は、神奈川県で唯一の盆地であり、その

地下構造は地下水を貯めておく「天然の水がめ（地下水盆）」となっています。この天

然の水がめには、約７億５千万トンの地下水が蓄えられており、この豊富な地下水が市

内のいたるところで湧き出ています。 

この秦野の地下水は、昭和 60年に 

名水百選「秦野盆地湧水群」として選 

定され、また平成 28年 3月には、地 

下水をボトリングした「おいしい秦野の 

水～丹沢の雫～」が名水百選選抜総選 

挙おいしさが素晴らしい名水部門で全 

国１位に輝いています。 
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第３章 前プランの評価 

１ これまでの取組と目標達成状況 

前プラン（以下「第３次プラン」という。）では、３つの基本目標と９つの 

 施策の方向性に基づき、関係課や学校等、企業、地域の関係機関や団体との 

 協働により、食育の推進を図ってきました。 

 

(1) 第３次プランの体系 

基本

理念 

推進の視点・

基本目標 
施策の方向性 基本施策 

食

で

育

む

元

気

な
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だ

の 
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な
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を
つ
く
り
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(1)食習慣の向上 ①妊娠中からの食育の普及啓発 

②認定こども園や学校、各事業等における「家

庭における食育」の普及啓発 

③ボンチーヌによる「早寝、早起き、朝ごは

ん」運動の普及啓発 

④食に関する指導の充実 

⑤働く世代における食育の推進 

(2)食を通じた健康

づくり 

⑥学校における食育の推進 

⑦健康診断等に基づく食生活改善の推進 

⑧良く噛んで味わって食べることの啓発活動の

推進 

⑨高齢者の低栄養の予防に向けた食育の推進 

(3)食の安全に対す

る理解の促進 

⑩栄養成分表示の適正化の推進 

⑪食の安全に関する知識の普及 

⑫生産者の顔が見える食育の推進 

 

食
を
大
切
に
し 

豊
か
な
こ
こ
ろ
を 

 
 
 
 
 

育
み
ま
す 

(1)食を通じたコミ

ュニケーションの

確保 

①食育の日の啓発活動の推進 

②給食（共食）を通じたコミュニケーションの

促進 

(2)食に関する様々

な体験の充実 

③家庭における食農体験の推進 

④幼稚園、認定こども園、小学校、中学校の農

業体験等の促進 

⑤地域との連携による食の体験活動の促進 
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基本

理念 

推進の視点・

基本目標 
施策の方向性 基本施策 

食

で

育

む

元

気

な

は

だ

の 

食
を
大
切
に
し 

豊
か
な
こ
こ
ろ
を 

 
  
 

育
み
ま
す 

(2)食に関する様々

な体験の充実 

⑥観光農業など体験型農業の推進 

(3)食の伝統技術や

文化の継承 

⑦給食における和食や郷土料理等の導入の促進 

⑧地域における郷土料理、和食等の食文化継承

の促進 

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し 

活
力
あ
る
く
ら
し
を 

 
 

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
す 

(1)地産地消の推進 ①秦野優良農産物等登録認証制度の充実 

②給食における地場農産物の利用促進 

③地産地消を支える農業の推進 

(2)環境に配慮した

食育の推進 

④ごみ減量に配慮した食生活の促進 

⑤水や環境に配慮した体験活動の推進 

⑥環境に配慮した農業の推進 

⑦幼稚園、認定こども園、小学校、中学校の農

業体験等の促進（再掲） 

(3)食育を担う人材

の確保・育成、ネ

ットワークづくり

の推進 

⑧学校等における食に関する指導体制の充実 

⑨産・学・民・官の連携による食育活動の充実 

⑩食のボランティア育成と活動の推進 

⑪食育に関するホームページの充実 

 

秦野市食育キャラクター「ボンチーヌ」 

プロフィール 

  秦野市（秦野盆地）の形をしたぼんち犬（ぼんちいぬ） 

なので、「ボンチーヌ」と名付けられました。 

丹沢の雲を集めたコック帽をおしゃれにかぶり、メタボに 

ならないように、いつも国道 246号のリボンを巻いていま 

す。 

  趣味は、秦野の地場産フードの食べ歩き、はだの丹沢水

無川マラソン出場、帽子とウエストのリボン集め、特技は、早

寝、早起き、山登りです。 
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(2) 達成状況 

 第３次プランにおける令和６年度（2024 年度）までの達成状況は、次の

とおりです。 

【成果指標の達成状況】 

Ａ：目標達成 

Ｂ：目標に近づいた 

Ｃ：目標から遠ざかった 

施策の 

方向性 

指標 基準値 

（R1 年度） 

実績値 

（R6 年度） 

目標値 達成 

状況 

1-(1) 

食習慣の 

向上 

朝食欠食

の割合 

３歳児 
3.6％ 2.2％ 

0％に 

近づける 
A 

小学生 
6.1％ 7.6％ 

0％に 

近づける 
C 

中学生 
10.7％ 13.1％ 

0％に 

近づける 
C 

20～30 歳代

男性 

20.5％ 

（R2 年度） 
10.35％ 10％以下 B 

1-(2) 

食を通じた 

健康づくり 

体重が適

正な人の

割合

（40～74 歳） 

男性 
67.1％ 65.9％ 71％ C 

女性 
69.0％ 66.3％ 72％ C 

栄養バランスをそろえた

食事をする人の割合（主

食・主菜・副菜をそろえ

た食事をしている人の割

合） 

62.8％ 

（R2 年度） 
64.3％ 70％ B 

1-(3) 

食の安全に 

対する理解の

促進 

食品を選ぶとき、安全性

を意識して購入する人の

割合 

60％ 

（R2 年度） 
47.0％ 65％ C 

2-(1) 

食を通じた 

コミュニケー

ションの確保 

1 日に 1回以上、家族の

誰かと食事をするように

している人の割合 

98％ 

（R2 年度） 
98％ 

100％に

近づける 
B 
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施策の 

方向性 

指標 基準値 

（R1 年度） 

実績値 

（R6 年度） 

目標値 達成 

状況 

2-(2) 

食に関する

様々な体験の

充実 

体験型農業の拡充（観光

農業など体験型農業の参

加区画数） 

344 区画 390 区画 375 区画 A 

食に関する体験活動に参

加したことがある人の割

合 

26.8％ 

（R2 年度） 
40％ 40％ A 

2-(3) 

食の伝統技術

や文化の継承 

食育に関心がある人の割

合 
66.8％ 

（R2 年度） 
69.3％ 80％ B 

3-(1) 

地産地消の推

進 

給食食材

における

秦野産野

菜の使用

割合 

認定こども園 
7.1％ 

17.9％ 

（R5 年度） 
10％ A 

小学校 
37.2％ 

23.6％ 

（R5 年度） 
50％ C 

中学校 
－ 

52.7％ 

（R5 年度） 
50％ A 

地場産物を積極的に購入

したいと思っている人の

割合 

75.8％ 

（R2 年度） 

83％

（R4 年度） 
80％ A 

3-(2) 

環境に配慮し

た食育の推進 

可燃ごみ年間排出量 34,836 ㌧ 31,760 ㌧ 33,600 ㌧ A 

学校給食

の残食率 

小学校 2.2％ 2.9％ 2.2％ C 

中学校 － 10.9％ 2.2％ C 

3-(3) 

食育を担う人

材の確保・育

成、ネットワ

ークづくりの

推進 

市民主体の食育推進に関

わるボランティアの活動

回数 
1,128 回 536 回 1,130 回 C 
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２ 視点ごとの課題 

第３次プランでは、「食で育む 元気な はだの」を基本理念に掲げ、「か

らだ」「こころ」「くらし」の３つの視点に基づいた施策に取り組み、食育の

推進を図ってきました。これまでの取組によって７つの成果指標で目標値を

達成した一方で、横ばいや改善が進んでいない項目も多くなっています。

「こころ」及び「くらし」の視点では、地産地消の推進、環境への配慮など

の関心が徐々に高まりつつありますが、「からだ」の視点である小・中学生

の朝食欠食率や適正な体重を維持している人の割合は改善していないなど、

健康な体づくりを意識した食生活の実践や、行動の定着には結び付いていな

いものがあり、継続して取り組む必要があります。 
 
 (1) 視点１ からだ 

・朝食欠食の割合は、３歳児において第３次プラン策定時より減少しま

したが、より０％に近づくように引き続き取組を推進することが必要

です。一方、小・中学生では、第３次プラン策定時よりも増加してい

ます。また、体重が適正な人の割合は、第３次プラン策定時よりも減

少しています。毎日の食生活は、やせや過体重、生活習慣病と密接に

関係し、健康に大きく影響します。食や健康への関心を持ち、体づく

りに重要な栄養の知識習得や食生活の改善など、自分の食を管理でき

るように食育を啓発することが必要です。 

・健康寿命の延伸のために、噛む回数や食べる速さにも着目し、口腔の

健康や口腔機能の維持と関連させた食育が重要です。 

・食品を選ぶとき、安全性を意識して購入する人の割合は、第３次プラ

ン策定時よりも大きく減少しています。食品の安全性や栄養に関する

多くの情報がある中、食品の表示や、食品衛生などの食の安全性につ

いての理解を深め、正しい情報を適切に選別し、活用する力を養える

ように取組を推進していくことが必要です。 
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 (2) 視点２ こころ 

・1日に 1回以上、家族の誰かと食事をするようにしている人の割合は、

第３次プラン策定時から横ばいです。家族がそろって食卓を囲み、共

に食べることは、食事のマナー、栄養バランスを考えて食べる習慣に

加え、食べ物や食文化を大切にする気持ちを伝える良い機会になり、

豊かなこころを育みます。積極的に家族と一緒に食事をする人が増え

るような働き掛けが大切ですが、ライフスタイルの変化に伴い、家庭

での共食が難しいこどもたちを含めた多様な暮らしを支える共食の機

会が必要です。 

・一人ひとりが健康的な食生活を送り、食を楽しむことは身体的・精神

的・社会的な健康の維持につながります。食のし好や価値観が多様化

する中で、食を大切にする気持ちを育み、食育に関心がある人を増や

していくことが重要です。 

・食は、人々の精神的な豊かさと密接な関係を有しており、受け継がれ

てきた郷土料理を守ることや、季節の伝統行事を知ることも大切で

す。郷土料理や郷土愛を守るために、食に関する伝統技術や文化を引

き継いでいく必要があります。 

 

 (3) 視点３ くらし 

・給食食材における秦野産野菜の使用割合は、市立認定こども園と中学

校で目標を達成しました。中学校給食の開始に伴い、地場農産物の納

入体制を見直したこと等の影響により、小学校では減少しています。

地産地消の推進と生産者の顔が見える安全で安心な給食を実施するた

め、引き続き給食への地場農産物の導入に努める必要があります。 

・市民主体の食育推進に関わるボランティアの活動回数は、第３次プラ

ン策定時から大きく減少しています。食育を推進し、市民一人ひとり

の食生活において実践してもらうためには、食生活改善推進員等のボ

ランティアが果たす役割が重要であるため、食育の推進にかかわるボ

ランティアの育成や活動を支援する必要があります。 
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第４章 プランの基本的な考え方 

 

１ 基本理念 

 

本市の都市像である「水とみどりに育まれ 誰もが輝く 暮らしよい都市

（まち）」の実現を目指して、私たちが健康で生き生きと暮らし、人とのコ

ミュニケーションを大切に、思いやりや自分らしい活力あるくらしを実現

するためには、市民一人ひとりが日常の生活の中で、様々な経験を通じて

食に関する知識や食を選択する力を養い、本市の食文化や豊かな自然と心

身の健康が調和していることが大切です。 

ライフスタイルの変化や、中食※５や外食などの「食の外部化」の進展な

ど、食を取り巻く環境が変化する中で、家庭、学校や地域等における取組

から食育の輪を広げ、活力あるくらしにつなげるためには、長期的な視点

で食育に取り組む必要があります。今までの取組を生かしながら、更なる

推進を図るため、第３次プランの基本理念や３つの視点による基本目標は

継承することとします。 

 

２ 基本目標 

  次の３つの基本目標を設定し、基本理念に掲げる「食で育む 元気な は

だの」の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

※５ 中食 

家庭外で商業的に調理・加工されたものを購入して食べる形態の食事のこと。惣菜店やコンビニ

エンスストア、スーパーマーケットなどでお弁当やお惣菜を購入することや、外食店のテイクアウ

トやデリバリーを利用することなどをいう。 

「食で育む 元気な はだの」 

    楽しく食べて健康なからだをつくります 

食を大切にし 豊かなこころを育みます 

持続可能な食を支え 活力あるくらしをみんなでつくります 

 

基本目標１ 

基本目標２ 

 

基本目標３ 
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３ プランの体系図 
基本

理念 
基本目標 施策の方向性 基本施策 

食 

で 

育 

む 

元 

気 

な 
は 
だ 

の 

か
ら
だ 

楽
し
く
食
べ
て 

健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く
り
ま
す 

ライフステージに 

応じた食育の充実 

妊娠中からの食育の普及啓発 

家庭における食育の推進 

「早寝早起き朝ごはん」運動の推進 

学校等における食育の推進 

若い世代に向けた食育の推進 

よく噛んで味わって食べることの啓発活動の推進 

高齢者に向けた食育の推進 

食の安全に対する 

理解の促進 

栄養成分表示の活用の推進 

食の安全に関する知識の普及 

こ
こ
ろ 

食
を
大
切
に
し 

豊
か
な
こ
こ
ろ
を
育
み
ま
す 

共食の推進 食育の日の啓発活動の推進 

給食を通じた共食の啓発 

地域における共食の促進 

若い世代に向けた食育の推進（再掲） 

高齢者に向けた食育の推進（再掲） 

食の伝統技術や 

文化の継承 

給食における和食や郷土料理等の導入の促進 

給食における地場農産物の利用推進 

地域における郷土料理、和食等の食文化継承の促進 

く
ら
し 

持
続
可
能
な
食
を
支
え 

活
力
あ
る
く
ら
し
を

み
ん
な
で
つ
く
り
ま
す 

地産地消の推進 給食における地場農産物の利用推進（再掲） 

学校等における食農体験の推進 

地産地消を支える農業の推進 

環境に配慮した 

食育の推進 

ごみ減量に配慮した食生活の促進 

水や環境に配慮した体験活動の推進 

環境に配慮した農業の推進 

食育を担う人材の確

保・育成、 

ネットワークづくり

の推進 

学校等における食に関する指導体制の充実 

産・学・官・民の連携による食育活動の充実 

食のボランティア育成と活動の推進 

デジタルを活用した情報発信の充実 
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４ SDGｓへの取組 

持続可能な開発目標（SDGｓ）は、平成 27 年（2015 年）９月の国連サミッ

トで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された令

和 12 年（2030 年）までに持続可 

能でよりよい世界を目指す国際目 

標です。持続可能で多様性と包摂 

性のある社会を実現するための 

17 のゴール・169 のターゲットか 

ら構成され、地球上の「誰一人取 

り残さない」ことを誓っています。 

本市においても、SDGｓの理念や目 

標を踏まえて取組を推進していき 

ます。 

 

基本目標１ 
楽しく食べて 

健康なからだをつくります  

 

基本目標2 

食を大切にし 

豊かなこころを育みます                                             

 

基本目標3 
持続可能な食を支え  

活力あるくらしをみんなでつくります                       
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第５章 施策の展開 

 

食育の推進に当たって、第３次プランの評価を見ると数値の改善が見られる

ものもありますが、改善が見られていないものも多く、特に基本目標１の成果

指標の達成率が低い状況にあります。 

本市が目指す食育の基本理念の実現に向け、３つの基本目標ごとに目標値を

設け、関係機関等と連携し、プランを推進します。 

 

【基本目標１】 楽しく食べて健康なからだをつくります 

健康を保つためには、市民一人ひとりが食に関する知識と理解を深め、１

日３食規則正しく食事をとるなどの望ましい食習慣を身に付け、健康的な食

生活を実践することが必要です。生活習慣の基礎づくりとなるこどもの頃か

ら、食に関する意識や関心を高め、健康なからだづくりにつながる食生活が

実践できる力を付けるため、（１）ライフステージに応じた食育の充実、

（２）食の安全に対する理解の促進を施策の方向性として定め、食育を推進

します。 

 

成果指標 

成果指標 現状値 目標値 

朝食欠食の割合 

3 歳 6 か月児 2.2％ 0％ 

小学生 7.6％ 0％ 

中学生 13.1％ 0％ 

朝食を週 4日以上食べる人の割合 
（40～59 歳） 

79.0％ 82.0％ 

日頃から主食・主菜・副菜をそろえた食事
をしている人の割合 

64.3％ 66.0％ 

体重が適正な人の割合 

（40～74 歳） 

男性 64.3％ 70.0％ 

女性 66.1％ 70.0％ 
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主な取組 取組内容 担当課 

（１）妊娠中からの食育の普及啓発 

・おめでた家族教室及
び祖父母教室 
・妊婦との面談 
 

・おめでた家族教室の実施 
・祖父母教室の実施 
・母子保健コーディネーター等

による妊娠届出時の面談 
こども家庭支援課 

（２）家庭における食育の推進 

・親子食育推進事業 
・乳幼児健康診査 

・４か月児健康診査における集
団指導 
・離乳食セミナー、幼児食と歯
のセミナーの実施 
・講演会や食育通信等による啓
発の実施 

・乳幼児健康診査における栄養
教育、栄養相談の実施 

こども家庭支援課 

・子育て支援センター
における普及啓発 

・ぽけっと 21 等における食育通
信の配布 
・ぽけっと 21 等における食育を
テーマとした講座の開催 

こども政策課 

・食農体験の推進 ・「農園ハイク」の開催支援 
・親子地場産野菜教室の実施 農業振興課 

（３）「早寝早起き朝ごはん」運動の推進 

・食育キャラクターに
よる普及啓発 

・ボンチーヌを活用した市内幼
稚園等での出前講座の実施 こども家庭支援課 

（４）学校等における食育の推進 

・市立認定こども園に
おける普及啓発 

・献立表や給食だよりの配信に
よる食育情報提供 
・市立認定こども園の状況に応
じて献立のサンプル掲示や写
真の配信を実施 

・保護者試食会の実施 
・給食を通した食育の実施 
・栄養士による食育指導 

保育こども園課 

１ ライフステージに応じた食育の充実 
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主な取組 取組内容 担当課 

（４）学校等における食育の推進 

・小・中学校における
普及啓発 

・給食だより等の食育情報紙の
発行 
・農作物の栽培、収穫体験の実
施 
・保護者試食会の実施支援 

・児童・生徒の過体重とやせ対
策を目的とした小児生活習慣
病対策啓発パンフレットの配
付 

学校教育課 

（５）若い世代に向けた食育の推進 

・幼小中ＰＴＡ向け健
康講座（食育編）の
開催 
・生活習慣病予防対策
事業 

・保護者向け健康講座（食育
編）の開催 
・生活習慣病予防「血管イキイ
キ食活のすすめ（病態編）」の

実施 

健康づくり課 

・特定健診、栄養相談
等の実施 

・生活習慣病予防のための特定
健康診査、事後の結果説明
会、栄養相談の実施 国保年金課 

（６）よく噛んで味わって食べることの啓発活動の推進 

・歯周病検診事業 ・歯周病検診事業の実施 
・口腔ケア講演会等の実施 健康づくり課 

・歯科巡回指導 ・市立幼稚園、市立認定こども
園、小学校での歯科巡回指導 
・虫歯予防デーなどに合わせ、
噛むことを意識できる献立を
取り入れる 

学校教育課 

・8020 運動の推進 ・オーラルフレイル予防の推進 
・オーラルフレイル予防のため
の出前講座及び予防教室の実

施 

高齢介護課 

・妊婦歯科健診事業 ・妊婦歯科健康診査事業の実施 
こども家庭支援課 
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主な取組 取組内容 担当課 

（１）栄養成分表示の活用の推進 

・栄養表示等普及啓発
及び活用推進事業 

・食生活改善推進員養成講座の
実施 健康づくり課 

（２）食の安全に関する知識の普及 

・食の安全に関する知
識の普及 

・親子消費者教室 
・消費者月間でのリーフレット
配布 

・市民の日啓発ブースでのリー
フレット配布 

市民相談人権課 

・市民等に対する食の
安全に関する知識の
普及 

・食生活改善推進員養成講座で
の食品衛生管理に関する健康
教育の実施 

健康づくり課 

 

  

主な取組 取組内容 担当課 

（７）高齢者に向けた食育の推進 

・高齢期に適した食事
に関する普及啓発 
・住民主体のデイサー
ビス事業 

・低栄養予防のための出前講座
及び予防教室の実施 
・フレイルチェック事業の実施 
・高齢者の保健事業と介護予防
の一体的実施事業における低

栄養防止支援の実施 
・介護予防・日常生活支援総合
事業 
・住民主体によるデイサービス
事業を実施する団体への補助 

高齢介護課 

２ 食の安全に対する理解の促進 
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【基本目標２】 食を大切にし 豊かなこころを育みます 

家族や友人と食卓を囲んで共に食事をとりながら、コミュニケーションを

図ることは、食育の原点です。共食を通じて、食の楽しさを実感するだけで

なく、マナーや感謝の気持ちを培うことができます。また、食は精神的、社

会的な豊かさとも密接に関連することから、食に関する様々な経験から食に

対する関心を深めるとともに、食の伝統技術や地域の食文化を伝えていく取

組を推進するため、（１）共食の推進、（２）食の伝統技術や文化の継承を

施策の方向性として定めます。 

 

成果指標 

成果指標 現状値 目標値 

1 日に 1回以上、誰かと食事をする人の割合 98.0％ 100％ 

小・中学校給食用物資（野菜類）の地場産
率（品目ベース） 

29.1％ 50.0％ 

 
 
 

主な取組 取組内容 担当課 

（１）食育の日の啓発活動の推進 

・食育の日の普及啓発 ・毎月 19 日の食育の日に合わせ

て、ホームページに市立認定こ
ども園等の給食メニューを掲示 
・ポスターやのぼり旗の掲示 

こども家庭支援課 

（２）給食を通じた共食の啓発 

・給食を通じたコミュ
ニケーションの充実 

・保育教諭や友達と一緒に楽しく
食べる機会の提供 
・食事マナー等の指導 
・年長児における「こんだてカー
ド」の活用 

保育こども園課 

（３）地域における共食の促進 

・こどもの未来応援事 
 業 

・市民団体が実施する「みんなの
食堂」等の事業支援 
・ボランティアの活動支援 

こども政策課 

１ 共食の推進 
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主な取組 取組内容 担当課 

（４）若い世代に向けた食育の推進【再掲】 

・幼小中ＰＴＡ向け健
康講座（食育編）の
開催 
・生活習慣病予防対策
事業 

・保護者向け健康講座（食育編）
の開催 
・生活習慣病予防「血管イキイキ
食活のすすめ（病態編）」の実
施 

健康づくり課 

・特定健診、栄養相談
等の実施 

・生活習慣病予防のための特定健
康診査、事後の結果説明会、栄
養相談の実施 

国保年金課 

（５）高齢者に向けた食育の推進【再掲】 

・高齢期に適した食事
に関する普及啓発 
・住民主体のデイサー
ビス事業 

・低栄養予防のための出前講座及
び予防教室の実施 
・フレイルチェック事業の実施 
・高齢者の保健事業と介護予防の

一体的実施事業における低栄養
防止支援の実施 
・介護予防・日常生活支援総合事
業 
・住民主体によるデイサービス事
業を実施する団体への補助 

高齢介護課 

 

 

 

主な取組 取組内容 担当課 

（１）給食における和食や郷土料理等の導入の促進 

・市立認定こども園給
食における郷土料理
等の導入 

・給食に伝統行事や郷土料理等を
取り入れる 

保育こども園課 

・学校給食における郷
土料理の導入 

・「和食の日」に合わせて地場産
物を使用した郷土料理を献立に
取り入れる 
・かながわ産品学校給食デーやふ
るさとはだの食育 DAY での地場
産物の活用や行事食を取り入れ
る 

学校教育課 

２ 食の伝統技術や文化の継承 
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主な取組 取組内容 担当課 

（２）給食における地場農産物の利用推進 

（２）地域における郷土料理、和食等の食文化継承の推進 

（２）地域における郷土料理、和食等の食文化継承の推進 

・小学校及び中学校給
食における地場農産
物の活用 

・小学校及び中学校給食における
地場農産物の活用 学校教育課 

（３）地域における郷土料理、和食等の食文化継承の促進 

・郷土料理や和食等の
食文化継承の促進 

・ふるさと料理教室の実施 
・郷土料理、名産品や伝統行事に
かかわる料理教室の開催 

生涯学習課 

・県人会活動の支援 ・県人会活動の支援 市民活動支援課 

・アイディア料理コン
テストの実施支援 

・アイディア料理コンテストの企
画支援、広報ＰＲや関係部署等
との協働による事業推進支援 

 

こども家庭支援課 

・「地産地消アイディア料理を食
べよう」の実施 農業振興課 

 

 

アイディア料理コンテスト 

市内の小・中学生を対象に、伝統的な郷土料理に加え、秦野の特産物を使った創意

工夫あふれるオリジナル料理を募集し、はだのっ子の健やかな食生活の実現と秦野の

食文化の継承を図るため、食生活改善推進団体の主催により実施しています。 

 

 

 

  

  

小松菜とベーコンのガレット 

 

そば粉とお茶のクッキー 
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【基本目標３】 持続可能な食を支え  

活力あるくらしをみんなでつくります 

秦野の豊かな自然の下に育まれた地場産物の積極的な利用や、食品ロスな

どの廃棄を減らすことは、地産地消の推進や環境負荷の軽減につながりま

す。また、地域で生産されたものをその地域で消費する地産地消は、新鮮で

生産者の顔が見える安全・安心な食料等を届けるだけでなく、生産者と消費

者との交流を通して農業に対する理解を深めることにもつながります。加え

て、食育活動を充実させ、食育の定着を図っていくためには、市民、大学、

企業、行政の連携や、引き続き地域に密着したボランティアの力が必要で

す。健全な食生活を送るためには、その基盤として持続可能な環境が不可欠

であり食を支える環境の持続と、自然の恵みや食に感謝する心を育むととも

に、活力あるくらしの推進に向けて、（１）地産地消の推進、（２）環境に

配慮した食育の推進、（３）食育を担う人材の確保・育成、ネットワークづ

くりの推進を施策の方向性として定め、食育を推進します。 

 

成果指標 

成果指標 現状値 目標値 

はだの産農産物応援サポーター協力事業所数 48 店 54 店 

市民一人１日当たりごみの排出量 
（資源物を除く）  570g 548g 

学校給食残渣の堆肥化による生ごみの削減
割合（小学校） 

70.4％ 70.0％ 

食生活改善推進団体の地区組織活動実績
（年間活動回数） 

378 回 378 回 
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主な取組 取組内容 担当課 

（１）給食における地場農産物の利用推進【再掲】 

・小学校及び中学校給
食における地場農産
物の活用 

・小学校及び中学校給食における
地場農産物の活用 学校教育課 

（２）学校等における食農体験の推進 

・市立認定こども園に
おける栽培活動や調
理保育の実施 

・栽培活動や調理保育の実施 

保育こども園課 

・小・中学校における
農業等体験活動 

・学校農園を活用した農作物の栽
培、収穫 学校教育課 

（３）地産地消を支える農業の推進 

・はだの産農産物応援
サポーター制度 

・はだの産農産物応援サポーター
制度の実施 
・市民農園の利用促進 
・「農」の担い手育成支援 

農業振興課 

・地産地消推進事業 ・はだの野菜ヘルシー料理講座の
実施 

健康づくり課 

 
 

 

主な取組 取組内容 担当課 

（１）ごみ減量に配慮した食生活の促進 

・食品ロス削減の啓発 ・食べ残しなどの無駄を減らす家
庭でできる食品ロス削減の啓発 
・飲食店における食べ残しを減ら
す取組の実施 
・食品ロスの現状や削減に向けた
情報発信 

環境資源対策課 

・学校給食における 
ＳＤＧｓの推進 

・学校給食で発生する残渣の堆肥
化による、ごみの削減及び循環
型社会教育の推進 学校教育課 

１ 地産地消の推進 
 

 

２ 環境に配慮した食育の推進 
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主な取組 取組内容 担当課 

（２）水や環境に配慮した体験活動の推進 

・食を通じた体験学習
により、水や環境を
大切にする気持ちを
育み、学びを日常の
行動につなげる取組
の推進 

・「秦野名水」や地域の自然環境
などを学ぶ「はだのエコスクー
ル」による環境学習の推進 

環境共生課 

（３）環境に配慮した農業の推進 

・環境にやさしい農業
の推進 

・環境にやさしい農法で生産され
た、安全・安心な市内農産物等
を認証し、マークを表示する 

農業振興課 

 

 

 

主な取組 取組内容 担当課 

（１）学校等における食に関する指導体制の充実 

・各校と連携した食育 ・学校給食週間等の実施支援 
・ネットワーク校の構築 学校教育課 

（２）産・学・官・民の連携による食育活動の充実 

・出張未病健康測定会
事業 
・「未病センターはだ
の」における健康相
談会等 

・東海大学が保有する測定機器を
活用し、骨密度等の測定を実施 
・測定結果に基づく保健指導 

・未病改善セミナー 
・健康測定会 

健康づくり課 

（３）食のボランティア育成と活動の推進 

・食生活改善推進員の
養成、育成と活動支
援 

・食生活改善推進員養成講座 
・食生活改善推進団体育成事業 健康づくり課 

・デイサービス等ボラ
ンティアの活動支援 

・衛生講習会の実施 
高齢介護課 

・こどもの未来応援事
業【再掲】 

・市民団体が実施する「みんなの
食堂」等の事業支援 
・ボランティアの活動支援 こども政策課 

３ 食育を担う人材の確保・育成、ネットワークづくりの推進 
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主な取組 取組内容 担当課 

（４）デジタルを活用した情報発信の充実 

・はだの食育通信の発 
 行 
・ホームページでの食
育の普及啓発 

・はだの食育通信のホームページ
での公開と電子母子手帳アプリ
「母子モ」での配信 
・毎月 19 日の食育の日に合わせ
て、ホームページに市立認定こ
ども園等の給食メニューを掲示 

こども家庭支援課 

・ＳＮＳを活用した普 
及啓発 

・ＳＮＳやクックパッド等を活用
したレシピなどの配信 健康づくり課 

 

毎日朝ごはん！ 朝食は１日の元気の素です。 

 朝食を食べると体温が上がり、脳も体も活動を始めます。また、腸への刺激により排

便も促され、体調が整えられます。基本は「家」で、「駅ナカ」や「コンビニ」「職場」な

ど、生活スタイルに合わせた“自分スタイル”で朝食を食べましょう。 

【簡単朝食のヒント】 

・電子レンジ等を活用する 

 蒸し野菜の調理等には電子レンジを利用することで、時間が短縮できます。野菜やハ

ム、ウィンナーなどをパンやホイルにのせてオーブントースターで焼けば、フライパンもい

りません。 

・夕食のおかずを活用する 

 夕食のおかずを保存しておき、温めるだけにしておけば作る時間が省けます。 

・中食を上手に活用する 

 惣菜やコンビニの弁当などの調理済み食品を自宅で食べることを「中食」と言い、朝

食に利用するのも手軽で便利です。味付けが濃いものや脂肪を多く含むものも多いの

で、同じ食材や同じ味付け、同じ調理法ばかりを選ばないことなどがポイントです。 
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成果指標総括表 
基本
目標 

成果指標 現状値 目標値 

か
ら
だ 

朝食欠食の割合 

3 歳 6 か月児 2.2％ 0％ 

小学生 7.6％ 0％ 

中学生 13.1％ 0％ 

朝食を週 4日以上食べる人の割合 
（40～59 歳） 

79.0％ 82.0％ 

日頃から主食・主菜・副菜をそろえた食事
をしている人の割合 

64.3％ 66.0％ 

体重が適正な人の割合 

（40～74 歳） 

男性 64.3％ 70.0％ 

女性 66.1％ 70.0％ 

こ
こ
ろ 

1 日に 1 回以上、誰かと食事をする人の割合 98.0％ 100％ 

小・中学校給食用物資（野菜類）の地場産
率（品目ベース） 

29.1％ 50.0％ 

く
ら
し 

はだの産農産物応援サポーター協力事業所数 48 店 54 店 

市民一人１日当たりごみの排出量 
（資源物を除く） 570g 548g 

学校給食残渣の堆肥化による生ごみの削減
割合（小学校） 

70.4％ 70.0％ 

食生活改善推進団体の地区組織活動実績
（年間活動回数） 

378 回 378 回 

 

【横断的な視点】食に関する活動の充実 

成果指標 現状値 目標値 

ボンチーヌの活動回数 25 回 30 回 

食に関する体験活動に参加したことがある人の割合 40.0％ 45.0％ 
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第６章 ライフステージごとのテーマと本市の支援事業  
 

 食育の取組は生涯を通じて行われるべきであるため、市民それぞれのライフス

テージに応じた食育のテーマと、本市の支援事業を示します。 

 

ステージ 乳幼児期（おおむね０歳～６歳） 

テーマ 望ましい食習慣の基礎をつくる 

ポイント 
・「よく体を動かし、よく食べ、よく眠る」という基本的生活

習慣を身に付ける 

・様々な食品に触れ、食への興味や関心を高め、食べる意欲を

育む 

・よく噛んで食べる習慣を身に付ける 

・家族や友達などと一緒に楽しく食事をする 

・「早寝・早起き・朝ごはん」で、空腹感のある生活リズムや

歯を磨く習慣を身に付ける 

・食事前の手洗いや「いただきます」「ごちそうさま」のあい

さつなど、食事のマナーを身に付ける 

支援事業 
・離乳食セミナー 

・幼児食と歯のセミナー 

・ボンチーヌによる食育 

・給食だより 

・認定こども園や学校における食育 

 

  



第６章 

- 33 - 

 

ステージ 学童期・思春期（おおむね７歳～１９歳） 

テーマ 望ましい食習慣を定着させ、確立する 

ポイント 
・食事の大切さや栄養とからだの関係を理解する 

・１日３食バランス良く食べる 

・規則正しい生活リズムを定着させる 

・よく噛んで食べ、食後は歯を磨く習慣を身に付ける 

・食の大切さを学ぶ 

・食事の準備や片付けを積極的に行い、食事をつくる力を身に

付ける 

支援事業 
・市立認定こども園、市立幼稚園、小学校での歯科巡回指導 

・エコスクール 

・学校教育における給食を通じた食育 

・給食だより 

 

ステージ 青年期（おおむね２０歳～３９歳） 

テーマ 健全な食生活を実現する 

ポイント 
・１日３食、規則正しく、栄養バランスよく食べる 

・栄養とからだの関係を理解し、栄養成分表示などを参考に、

健康に配慮した食事をする 

・新鮮な地場産物や旬の食材を積極的に使用した食事をつくる 

・誰かと一緒にゆっくりよく噛んで楽しく食事をする 

・様々な食の体験を通じて食の大切さを知り、食品ロスを防ぐ 

支援事業 
・ふるさと料理教室 

・幼稚園、小学校、中学校ＰＴＡ向け健康講座 

・歯と口の健康習慣における普及啓発 
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ステージ 壮年期（おおむね４０歳～６４歳） 

テーマ 健全な食生活の維持と健康管理を行う 

ポイント 
・生活習慣や食生活を再点検し、健康管理に努める 

・自らが家庭における食育に取り組む 

・伝統料理などの食文化を次世代に継承する 

・自身や家族の健康に合わせた食事について知識を深める 

・定期的な歯科検診で歯周病を予防する 

・食事は適量を作り、食べ残しを減らすなど食品ロスを防ぐ 

・地場産物や旬の食材の活用、食のイベント、農業体験に参加

する 

支援事業 
・生活習慣病予防対策事業 

・特定健康診査、栄養相談 

・ふるさと料理教室 

・体験型農業、市民農園 

・歯周病検診 

・食品ロスの現状や削減に向けた情報発信 
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ステージ 高齢期（おおむね６５歳以上） 

テーマ 食を通じた豊かな生活を実現する 

ポイント 
・人との交流を保ち、心豊かな暮らしを目指す 

・地域のボランティア活動等に積極的に参加し、知識を継承す 

 る 

・伝統料理などの食文化を地域等に継承する 

・健康状態に応じた食生活を実践し、低栄養に気を付けた食事 

をする 

・１日３食、規則正しく、栄養バランスよく食べる 

・地場産物や旬の食材の活用、食のイベント、農業体験に参加 

する 

・食事は適量を作り、食べ残しを減らすなど食品ロスを防ぐ 

・定期的な歯科検診で歯周病を予防する 

支援事業 
・低栄養の予防教室、出前講座 

・フレイルチェック事業 

・体験型農業、市民農園 

・歯周病検診 

・食品ロスの現状や削減に向けた情報発信 
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第７章 プランの推進に向けて 

プランの推進に当たり、食育の分野は多岐にわたっていることから、家

庭、関係機関、関係団体、地域、行政等の関係者が共通した認識を持ってそ

れぞれの役割を果たし、引き続き連携して取り組んでいくことが必要です。

そこで、各年度においてプランの実施状況の点検・評価・共有を行い、その

結果について考察し、その後の対策の実施や計画の見直しに反映させていく

必要があるため、PDCA（Plan Do Check Action）サイクルを繰り返しなが

ら、柔軟にプランの推進を図っていきます。 

また、円滑なプランの推進に向け、食育推進委員会や食育推進庁内会議等

において、プランの実施状況の点検・評価を継続的に行い、その結果を公表

します。 

なお、計画の中間年度である令和 10 年度に中間評価、計画の最終年度とな

る令和 12 年度には最終評価を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育推進委員会 

 プランの推進状況等を評価するため、食育推進関係団体や医療関係団体、教

育関係者、公募市民、学識経験者等で組織する委員会を設置しています。 

 

食育推進庁内会議 

 情報の共有やプランの推進に向けた協議を行うため、庁内の関係課で組織す

る会議を設置しています。 

PLAN DO 

ACTION CHECK 

毎年度の予算編成 

実施計画 

実施した事業の効果や 

課題の検証・見直し 

各事業の着実な推進 

各事業担当課における

自己評価 

食育推進委員会での実

施状況の点検・評価 
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参考資料編 

１ 秦野市食育推進委員会 

２ 秦野市食育推進庁内会議 
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１ 秦野市食育推進委員会 

 (1) 委員会規則 

秦野市食育推進委員会規則 

(平成 26 年 9 月 5 日規則第 33 号) 

(趣旨) 

第１条 この規則は、食育基本法(平成 17 年法律第 63 号)第 33 条第 1項の規

定に基づき、秦野市附属機関の設置等に関する条例(昭和 33 年秦野市条例第

6号)第 2条で設置する秦野市食育推進委員会（以下「委員会」という。）の

組織及び運営について必要な事項を定める。 

(委員) 

第２条 委員会は、15 名の委員により組織する。 

2 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。  

(1) 食育の推進に関係する団体から推薦された者  

(2) 医療関係団体から推薦された者  

(3) 神奈川県の職員  

(4) 教育関係の職員  

(5) 学識経験を有する者  

(6) 公募の市民  

(委員の任期) 

第３条 委員の任期は、2年とする。ただし、再任することができる。 

2 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。  

(会長及び副会長) 

第４条 委員会に会長及び副会長それぞれ 1名を置き、委員の互選により定め

る。  

2 会長は、委員会の会務を総理し、委員会を代表する。  

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたとき

は、その職務を代理する。  

(会議) 

第５条 委員会の会議(以下「会議」という。)は、会長が招集し、その議長と

なる。  

2 会議は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。  

3 会議において議決を要するときは、出席委員の過半数により決し、可否同

数のときは、議長の決するところによる。  
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4 委員会は、会議の運営上必要があると認めるときは、委員以外の者に会議

への出席を求め、意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることが

できる。  

(会議の公開) 

第６条 会議は、公開とする。ただし、会議の秩序維持のためその他会議の運

営上必要があると認めるときは、委員会の議決により非公開とすることがで

きる。  

(議事録の作成) 

第７条 会議の議事は、その経過に係る要点を記録しておかなければならな

い。  

2 議事録には、会長及び会長が指名した委員 1名が署名するものとする。  

(秘密の保持) 

第８条 委員は、職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退

いた後も、また、同様とする。  

(庶務) 

第９条 委員会の庶務は、食育推進主管課において処理する。  

(補則) 

第１０条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項

は、会長が会議に諮って定める。  

附 則  

この規則は、公布の日から施行する。  
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 (2) 秦野市食育推進委員会委員名簿 

 

No. 団体名 役職 氏名 

1 秦野市食生活改善推進団体 会 長 小澤 美代 

2 秦野市農業協同組合 常務理事 三瓶 壮文 

3 秦野商工会議所 
観光飲食部会 

部会長 
秋山 純夫 

4 秦野伊勢原食品衛生協会 副会長 神戸 和彦 

5 
一般社団法人 

秦野伊勢原医師会 
理 事 古木 隆元 

6 
一般社団法人 

秦野伊勢原歯科医師会 
理 事 平野 壯明 

7 
神奈川県平塚保健福祉事務所 

秦野センター 
保健福祉課長 〇古川 弘子 

8 秦野市中学校長会 校 長 安藤 美千代 

9 秦野市小学校長会 校 長 府川 伸 

10 
秦野市立幼稚園・こども園 

園長会 
園 長 持田 由美 

11 秦野市小学校教諭 教 諭 小野 朋子 

12 秦野市学校保健会養護教諭 養護教諭 菅原 今日子 

13 
学識経験者 

東京慈恵会医科大学 
非常勤講師 ◎森 真理 

14 公募市民 浜地 朋子 

15 公募市民 加藤 裕美子 

  ◎：会長、〇：副会長 
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(3) 秦野市食育推進委員会の開催状況 

年 月 審議内容 

令和７年 

（2025 年） 

９月 第１回 

「第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育

推進計画）」の進行管理について 

「（仮称）第４次はだの生涯元気プラン」の骨

子案について 

第４次プラン改定に関するスケジュールにつ

いて 

 １２月 第２回 

（仮称）第４次はだの生涯元気プラン（秦野市

食育推進計画）の素案について 

令和８年 

（2026 年） 

３月 第３回 

「第４次はだの生涯元気プラン（秦野市食育

推進計画）」案のパブリック・コメント実施結

果について 

「第４次はだの生涯元気プラン（秦野市食育

推進計画）」の最終案について 
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２ 秦野市食育推進庁内会議 

(1) 秦野市食育推進庁内会議設置要領 

１ 目的 

心身の健康増進と豊かな人間形成のための食育推進に向けて、関係課との連

携を図りながら協議をするため、秦野市食育推進庁内会議（以下「会議」とい

う。）を設置する。 

２ 所掌事務 

（1） 「はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」の策定、改定、進行

管理及び情報収集等、必要と思われる事項に関すること。 

（2） 本市が実施する食育に関する事業の連携・推進に関すること。 

（3） その他、食育の推進に関すること。 

３ 組織 

会議は、別表に掲げる座長、副座長及び委員を持って構成する。 

（1） 座長は、会議の事務を総括し、会議を代表する。 

（2） 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるときは、又は座長が欠けた

ときは、副座長がその職務を代理する。 

（3） 座長は、必要に応じて別表に掲げる以外の者を委員として出席させるこ

とができる。 

４ 会議 

 (1) 会議は、必要に応じて座長が召集し、その議長となる。 

 (2) 緊急な対応が必要であるため、委員を招集して会議を開催することがで

きないときは、座長及び副座長が協議のうえ、重要事項を決定することが

できる。 

５ 庶務 

  会議の庶務は、こども健康部こども家庭支援課で処理する。 

６ その他 

  この要領に定めるもののほか、会議の運営について必要な事項は、座長が

別に定める。 

 

附 則 

この要領は、平成 19 年 5 月 21 日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 
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附 則 

この要領は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成 31 年 4 月 1 から施行する。 

 

 

(2) 秦野市食育推進庁内会議の開催状況 

年 月 協議内容 

令和７年 

（2025 年） 

８月 第１回 

「第３次はだの生涯元気プラン（秦野市食育

推進計画）」の進捗状況について 

「（仮称）第４次はだの生涯元気プラン」の骨

子案について 

座 長 こども健康部 こども家庭支援課長 

副座長 こども健康部 健康づくり課長 

委 員 政策部 総合政策課長 

くらし安心部 
市民活動支援課長 

市民相談人権課長 

文化スポーツ部 生涯学習課長 

福祉部 高齢介護課長 

こども健康部 保育こども園課長 

環境産業部 

環境資源対策課長 

環境共生課長 

農業振興課農業支援・鳥獣対策担当課長 

産業振興課長 

教育部 

教育総務課長 

学校教育課長 

教育指導課長 
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年 月 協議内容 

令和７年 

（2025 年） 

１１月 第２回 

（仮称）第４次はだの生涯元気プラン（秦野市

食育推進計画）の素案について 
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